
2017年、エナジーカフェプロジェクト
に15,000ユーロの支援が行われまし
た。Nisur村は標高2650mの高地にあ
る42軒ほどからなる村です。首都のド
ゥシャンベからは最低でも2日かかりま
す。2015年12月にこの地域は強い地震
の被害を受け、村の孤立は更に深刻なも
のとなりました。そのため自給可能で信
頼性の高いエネルギー源はこの村にとっ
てより一層重要になりました。

エネルギー事情を改善するため、現地の
NGOであるLittle EarthとOyandasoz
は太陽光発電施設の設置プロジェク
トを計画しました。このプロジェクトは
Naturevernforbundet（ノルウェー自然
保護協会）の技術支援とエコエナジーの
資金提供を受けて行われました。

プロジェクトには太陽光発電で運営され
るインターネットカフェの設立が含まれて
います。2017年10月にオープンしたこの
カフェには1kWの太陽光電池システム
を備えており、それによってインターネッ
ト接続と2台のノートパソコンを駆動して
います。村民はこのカフェでパソコンやコ
ピー機を使ったり、携帯電話の充電をす

ることができます。財政上の持続可能性
を担保するため、カフェは営利目的として
運営されています。

プロジェクトの次の段階が太陽光駆動
の照明を入手しやすくすることでした。エ
ナジーカフェは太陽光駆動のランタンを
貸し出す拠点としての役割も担っていま
す。発足時に50基のランタンを少額の分
割払いで販売し、その売上で新たな在庫
を確保しつつ、他の太陽光駆動の機器
についても試していく、という計画が建て
られました。

現地の学校長Juma Jumaev氏は「エナ
ジーカフェが村にできてから、村の若者
が自由時間の多くをカフェで過ごすよう
になった。そこで彼らはコンピューターリ
テラシーの基礎を身に着け、さらにインタ
ーネットが提供する様 な々機会に触れ合
っている。彼らの中にはカフェに入るため
に並んでいたりもするよ。」と述べていま
す。プロジェクトは新しいエネルギー供給
技術を提供するだけでなく、現地の人々
に情報にアクセスする機会を与え自己発
展に使うことを通して、社会的・経済的な
発展へのよりより環境を提供しています。
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タジキスタンのエナジーカフェ

非電化によってもっとも苦しんでいるのは遠隔地の農村です。タジキスタン
のNisur村のエナジーカフェは地域住民にきれいなエネルギーを供給する
ことを目標にしています。

The solar pumps are funded by EKOenergy 
users: companies, households and cities.

Climate Fund Projects

Focus on renewables 
and energy poverty 
(Global Goals 7 & 13)

New projects annually 
in developing countries

Run and monitored 
by trusted NGOs

Selected by an  
independent jury

In 2017, the Fund  
donated 190,000 € 
for nine new projects

All EKOenergy users 
contribute 0.10 € / 
MWh to the Fund

文: Anna Kokareva 
写真: Little Earth
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気候基金プロジェクト

エネルギー貧困と複数
の持続可能な開発目標

（SDGs）への取り組み

毎年開発途上国で新し
いプロジェクトを支援

信頼できるNGOによ
るプロジェクトの運営
と監視

独立した選考委員会
によるプロジェクトの
選定

2017年度では基金か
ら総額190,000ユー
ロを9つの新しいプロ
ジェクトに支援
すべてのエコエナジー
利用者は0.10ユーロ/
MWhを基金に投資
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エコエナジーはエネルギーの国際的なエコラベルで、40もの国際的な環境
NGOによって非営利のラベルとして運営されています。

エコエナジーは化石燃料や核燃料を使用した発電を対象外としており、さら
に各種の再生可能エネルギーに対しても厳しい持続可能性基準を設けてい
ます。

ラベル認証を受けた電力を様 な々団体や企業が供給元として選ぶことができ
ます。また環境基金を通して新たな再生可能エネルギープロジェクトへの支
援も行っています。エコエナジーは費用対効果の高いカーボンフットプリント
削減策であり、同時に消費者に対して環境に配慮していることを伝える手段
でもあります。

エコエナジーは現在イヴ・ロシェやSAP、VMWare、Genelecやロレアルなど
多くの国際的企業に加え、市町村や公的機関によって使用されています。

持続可能性基準―「地球環境に優しい」というさらなる価値

エコエナジーは温室効果ガスプロトコル、ホテル等施設のエコラベルであるグリーンキー、またグリーンビルの認証であるLEEDなど多
くの有名な国際的環境基準によって言及されています。

エコエナジーはヨーロッパにお
ける再生可能エネルギーの選
択肢として、またその利用率の
向上に対して最良の選択肢を

体現している。

エコラベルは企業にとって電力購入を通
してもっと多くのことを可能にする。温室
効果ガスプロトコルのスコープ２にも言
及されているエコエナジーは、電力トレ

ーサビリティ証明書に加えてその電力の
品質を保証する証明である。

ヨーロッパにあるホテルの多くはす
でにエコエナジーを利用している。
また彼らはそのラベルについて顧客
へ発信している。彼らの先駆けに習
い、環境に優しい社会へのより一層

の努力をしよう。
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エコエナジー：再生可能エネルギーの国際的なエコラベル

他団体からも評価されるラベル

 エコエナジー       
他の再生可能
エネルギー      

エネルギー
ミックス

気候基金を通した新しい再生可能エネルギー生産への支援
最も環境に優しいバイオエネルギー

風力発電（鳥や自然環境地域に害を与えない）

水力発電（回遊魚に害を与えない） 
私たちの環境基金を通して行われた河川修復

国際的なグリーンエネルギー基準を満たした再生可能エネルギー
太陽光、風力、水力、バイオエネルギー、地熱

化石燃料、原子力と再生可能エネルギーの混合
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